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＊討議要旨
関札子氏は、 ①速記本における挿絵について見解があれば聞かせてほしい、 ②円朝の女性像は、明
治十年代の毒婦像と共通点はあるのか、と質問した。それに対して発表者は、 ①『怪談牡丹灯龍jは速
記本となった日本初の作品であるが、挿絵は書籍として出版される際に付されたものである。管見で
は編集や出版の過程において円朝がアイデイアを出したという記録はなく、出版社側の選択によるも
のかもしれない、 ② 「お国」はたいへん情熱的な女性であり、観客の人気を集め得る女性像として円朝
自身も意識していたと思われるが、毒婦とは違ったタイプである、と回答した。
武井協三氏は、長大なストーリーだが上演期間はどのくらいであったのか。円朝は創作を開始した
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段階で、登場人物像や結末などについて充分な構想をもっていたのか、と訊ねた。それに対して発表
者は、上演の仕方は変則的であった。最初の高座では初めの部分のみが演じられたようであり、速記
本化される前に全体の見通しは完成していただろうが、約十年の聞に少しずつ考えが追加されていっ
たと思われる。実は速記の時の円朝のパフォーマンスは十五席の噺であったが、刊行されたものは十
三編の噺になった。なお円朝の覚書は、十五席中十二席までしか現存していないので、上演に関して
は不明な点が非常に多い、と答えた。
ロパート・キャンベル氏は、女性登場人物から明治という新しい時代の女性像を見出すことはでき
るのか、と問い、発表者は、円朝が創造した「お国」は強固な自己意識を持った遅しい女性であり、そ
の点で新しく思われる、と答えた。
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